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国立大学法人東京大学 

ソフトバンク株式会社 

LINE ヤフー株式会社 

 

社会連携講座「責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構

築」を設置し、東京大学の学生などを対象に教育プログラム

の提供を開始 

 

 

国立大学法人東京大学（以下「東京大学」）は、ソフトバンク株式会社（以下「ソフトバンク」）

および LINE ヤフー株式会社（以下「LINE ヤフー」）の協力の下、東京大学 大学院情報学環に

社会連携講座「責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構築」（通称： AIR/E、エアー）を設

置し、この社会連携講座で実施する教育プログラムの参加者を、2026 年 7 月 15 日から募集し

ます。この社会連携講座の設置は、東京大学、ソフトバンクおよび LINE ヤフーが世界最高レベ

ルの AI（人工知能）研究機関として 2020 年に設立した「Beyond AI 研究推進機構」の取り組

みの一環です。 

 

「責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構築」は、AI 倫理を単なる理念や規範として捉え

るのではなく、実際の課題を踏まえて研究開発や事業設計のプロセスに組み込むために、AI ガ

バナンスの実践的な担い手を育成することを目的とした社会連携講座です。社会連携講座とは、

大学などの教育機関が民間企業などの学外機関との連携により設置する組織で、特定の課題や

テーマに関する教育・研究の推進および人材育成に一定期間継続して取り組むものです。この

社会連携講座では、東京大学の学生などを対象に、AI 倫理などに関する教育プログラムを提供

する他、シンポジウムや研究発表会などの機会を設けて、国内外に向けて広く研究成果を公開

する予定です。特に、責任ある AI（※）の策定に向けた「クリティカル AI スタディーズ」を、

学際的・国際的な視点から理論的および実証的に研究することに注力します。「クリティカル AI

スタディーズ」とは、ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）や AI 倫理の議論の前提とさ

れている既存の人間観・社会観・価値秩序を問い直す研究分野で、この社会連携講座の前身で

ある「B’AI Global Forum」から引き継ぎ、さらに研究を発展させていくことを目指します。 

 

※ AI を開発する企業などが AI の公平性や安全性、透明性を担保するための方針  

 

 

この社会連携講座で提供する主な教育プログラムは下記の通りです。 

 

・レクチャーシリーズ 

東京大学の学生およびソフトバンクの社員を対象に、「正義」「創造性」「安全保障」などさまざ

まなテーマを通して AI の倫理的課題を多面的に学べる講義を実施します。AI 倫理をめぐる課

https://baiforum.jp/
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題や解決策を自ら発見し、研究開発や事業設計、ガバナンスに実践的に生かせるスキルを持っ

た人材の育成を目指します。 

 

・フィールドトリップ 

ソフトバンクが連携する自治体などに、AI を活用した地域社会の課題解決策を提案し、AI の活

用時に生じる倫理的な問題を探求するフィールドトリップを、東京大学の学生を対象に提供し

ます。さまざまな課題の核心を読み解く力と、多角的な解決策を考える創造力の育成を目指し

ます。 

 

・ワークショップ 

レクチャーシリーズやフィールドトリップ、その他の研究会やイベントの参加者を対象に、少

人数のグループで AI 倫理に関する課題を議論するワークショップを提供します。研究・開発・

実装のさまざまな段階で生じる AI 倫理の課題を解決するための思考法や対処法の習得を目指

します。 

 

■「責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構築」の概要 

  • 設置期間 

   2026 年 4 月 1 日～2029 年 3 月 31 日（3 年間） 

  • 設置機関 

   東京大学 大学院情報学環 

  • 連携機関 

   ソフトバンク、LINE ヤフー 

  • 担当教員 

   東京大学 特任教授（兼務） 田中 東子 

   東京大学 特任教授（兼務） 筧 康明 

   東京大学 特任教授（兼務） 久野 愛 ほか 

  • 公式ウェブサイト 

   https://air-e.iii.u-tokyo.ac.jp/ 

 

東京大学 大学院情報学環 教授 田中 東子の紹介 

博士（政治学）。カルチュラル・スタディーズ学会代表幹事。メディア・スタディーズ、ジェン

ダー・スタディーズ、カルチュラル・スタディーズの研究を推進する。第三波以降のフェミニ

ズム理論に基づき、デジタル・メディアにおける女性たちの実践に関する調査・研究を行う。

『メディア文化とジェンダーの政治学』『出来事から学ぶカルチュラル・スタディーズ』『ガー

ルズ・メディア・スタディーズ』『ジェンダーで学ぶメディア論』など、多数の著書・編著・翻

訳があり、幅広い領域でメディア批評を行っている。 

 

東京大学 大学院情報学環 学環長 目黒 公郎のコメント 

「現在、AI はさまざまな分野で活用され、大きな成果を出す一方で、人や社会に与える負の影

響が散見される状況です。早急に「責任ある AI」を創造しないと、今後、ますます進展する AI

技術を正しく利活用することは困難になるでしょう。文理を含む多様な学術の融合研究と教育
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を長きにわたって実践してきた情報学環・学際情報学府とソフトバンクおよび LINE ヤフーが

連携することで、「仏作って魂入れず」の状況を打破できると期待しています」 

 

 

なお、この社会連携講座のキックオフシンポジウムを、2026 年 7 月 15 日に開催します。この

キックオフシンポジウムはどなたでも参加できます。社会連携講座の狙いや具体的な取り組み

を紹介する他、東京大学 理事・副学長の林 香里による基調講演をはじめ、AI 分野の専門家に

よる特別講演などを予定しています。また、東京大学 教授 筧 康明と株式会社 Qosmo 代表取締

役 徳井 直生氏によるトークセッションでは、アートなどのクリエイティブな活動と AI 倫理

の関係を考える、異分野共創に関するディスカッションを行います。 

 

■キックオフシンポジウムの概要  

【日 時】2026 年 7 月 15 日（水） 午後 1～4 時（午後 0 時 30 分開場） 

【会 場】東京大学 大学院情報学環・福武ホール 地下 2 階 福武ラーニングシアター 

【主 催】責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構築 

【登壇者】井上 伸一（ソフトバンク株式会社 次世代事業開発本部 Beyond AI 推進室 Beyond 

AI 運営部 部長）／目黒 公郎（東京大学 大学院情報学環 学環長）／林 香里（東京大学 理事・

副学長）／徳井 直生（株式会社 Qosmo 代表取締役／跡見学園女子大学情報科学芸術センター 

特任教授）／筧 康明（東京大学 大学院情報学環 教授）／小川 公代（上智大学 教授）／カテ

ライ・アメリア（筑波大学 助教）／田中 東子（東京大学 大学院情報学環 教授）／久野 愛（東

京大学 大学院情報学環 准教授）／萩谷 昌己（東京大学 Beyond AI 研究推進機構 機構長） 

【申込先】https://forms.gle/yvNuD5YLdT4ApweL6 （詳細はこちら） 

 

【プログラム】 

13:00〜13:05 ご挨拶（井上  伸一、目黒 公郎） 

13:05～13:50 基調講演（林 香里） 

13:50～14:20 トークセッション（徳井 直生、筧 康明） 

14:20～14:40 休憩 

14:40～15:10   特別講演（小川 公代） 

15:10～15:40 特別講演（カテライ・アメリア） 

15:40〜15:55 社会連携講座の紹介（田中 東子、久野 愛） 

15:55〜16:00 ご挨拶（萩谷 昌己） 

 

 

【本件に関する問合せ先】  

東京大学大学院 情報学環  

「責任ある AI 倫理の創造と持続可能な未来構築」社会連携講座 事務局 

Tel：03-5841-1216 

E-mail： air.e.inquiry@gmail.com 

 

https://forms.gle/yvNuD5YLdT4ApweL6

